
 

 

 

 

 

 

尼崎市にゆかりのある４選手がパリ五輪代表に内定！ 

市役所に懸垂幕を掲出します 

 

令和 5 年 11 月に行われたアジア予選で、7人制ラグビーの日本代表が優勝を果たし、パリ五輪

出場を決めました。そして、日本代表メンバーに、尼崎市出身の石田吉平選手が内定しました。 

また、パリ五輪代表選考会を兼ねた大阪国際女子マラソンが令和 6 年 1 月 28 日に行われ、尼

崎市出身の前田穂南選手が日本新記録の 2 時間 18 分 59 秒で２位に入賞し、令和 6 年 3 月 10 日

の名古屋ウィメンズマラソンの結果をもって 2 大会連続の女子マラソン五輪代表に内定しまし

た。 

女子バレーボール日本代表は、6 月に行われたネーションズリーグの結果により、パリ五輪出

場権を獲得し、尼崎市出身の宮部藍梨選手が日本代表メンバーとして内定しました。 

また、7 月 4 日に日本陸上競技連盟からパリ五輪代表内定者が発表され、尼崎市立尼崎高等学

校出身のディーン元気選手が男子やり投げの日本代表に内定しました。 

つきましては、本市ゆかりの 4選手への祝福と応援の気持ちを表すため、本庁舎に次のとおり

懸垂幕を掲出します。 

 

１ 掲出日時 

  令和 6 年 7月 24 日（水） 午後 4時 00 分から 
 
２ 掲出場所 

  尼崎市役所 南館 西側壁面 

 

３ 掲出物 

  右のとおり 
 

４ 懸垂幕の詳細 

 （1）設置数 4 枚 

 （2）規 格 幅 90cm、長さ 6m 

 （3）意 匠 右図の通り 

 

以 上  

  

 

令和６年７月 23 日 

所 属 スポーツ推進課 

所属長 本田 勝也 

電 話 06－4950-0406 


